
育苗期いもち防除剤

※注意事項
① Ｄｒ．オリゼプリンスエース粒剤の出芽後～１葉展開前処理と、嵐プリンス箱粒剤６
（５０ｇ／箱）の床土混和又は播種時（覆土前）～１葉展開前の処理は、育苗期いもち防
除と本田の葉いもち防除を兼ねています。
② 嵐剤（嵐プリンス箱粒剤、嵐スタークル箱粒剤など）は防除効果が高い薬剤ですが、
耐性菌が発生する可能性があります。採種ほ周辺では使用を控えましょう。

育育 苗苗 期期 のの 管管 理理 にに つつ いい てて

育苗施設内の温度管理

無加温で出芽させる場合は施設内の保温に努め、被覆期間が長期に及ばないようにしま
しょう。また、出芽までは育苗箱内（床土）の温度が高すぎても障害が発生し出芽不良と
なりますので、ベタ張りの除去前でも温度が上がりすぎる場合は換気を行って下さい。
出芽～１葉期頃までの温度管理は、その後の生育や田植え時の苗質の善し悪しに大きく
影響します。高温になるとその後出てくる葉が伸びやすく、軟弱徒長苗の原因となり病害
や生育障害の発生を助長します。逆に低すぎても苗立枯病の原因になります。

かん水の基本は朝に１回たっぷりと

① 播種時に十分なかん水を行い、ベタ張り除去までかん水はしません。
② ベタ張り除去後は、覆土の持ち上がりを落とす程度にかん水し、露出した種籾は見え
なくなる程度に覆土します。
③ 育苗前半は水分欲求量が少ないので、過かん水にならないように注意します。
④ かん水は朝に十分かけ、回数をできるだけ少なくします。夕方のかん水は床内温度を
下げるので行わないようにします。
⑤ 育苗後半になると、日中しおれやすくなりその部分にはハウス内におけ等をおき、た
め水し、その水を使用し床内温度を急に低下させないよう工夫します。
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種種子子消消毒毒やや浸浸種種時時のの水水温温にに注注意意�
消雪時期が遅れることが予想されます。浸種期間は水温を十分確保し、催芽を確実に行
いましょう。種子消毒や浸種時の水温が低い場合は、種子消毒剤の効果も低くなるため注
意が必要です。余裕を持った春作業計画を立てましょう。
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ヘルシード水和剤
吹き付け処理の場合
（種籾は青色）

又はテクリードＣフロアブル・ヘルシード乳剤等
塗沫処理

２０倍、１０分浸漬処理等

薬剤による消毒
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タフブロック
２００倍、２４～４８時間浸漬処理

スターナ水和剤
２００倍、２４時間浸漬

細菌病の追加防除
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消毒効果の
安定・向上
を図るため、
風通りのよ
い日陰で必
ず風乾させ
る。
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催芽同時処理

タフブロック
２００倍、２４時間浸漬処理
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薬 剤 名 薬 剤 の 種 類 散 布 時 期 箱当り使用量 備考

ベ ン レ ー ト 水 和 剤 ベノミル剤
は種時
～は種７日後頃

５００倍液 ５００�
１，０００倍液１，０００� かん注

ビ ー ム ゾ ル トリシクラゾール剤 緑化始期 ２００倍液 ５００� かん注

嵐プリンス箱粒剤６
オリサストロビン・フィプ
ロニル剤

床土混和又は
は種時（覆土前）
～１葉展開前

５０ｇ
混和又
は散布

Ｄｒ．オリゼプリンスエース粒剤
オリサストロビン・プロベ
ナゾール・フィプロニル剤

出芽後
～１葉展開前

５０ｇ 散 布

稚 苗 中 苗

出 芽 期 ３０～３２℃ 出芽揃いまで 無加温ハウス・トンネル保温

緑 化 期
昼２０～２５℃、夜１０～１２℃
第１葉鞘長：３～３．５㎝

播種後２０日間
昼２５℃以下、夜５℃以上
第１葉鞘長：２．５㎝程度

硬 化 期 昼は解放、夜間５℃以上 ２．５葉期以降 昼は解放、夜は５℃以上

仙北



消消毒毒剤剤吹吹きき付付けけ種種子子のの注注意意点点

① 消毒剤吹き付け種子は、浸種する事によって種子に着いた薬剤が溶け出し、種子に吸
収されることで消毒されます。そのため、浸種する際の水量は種子容量の２倍程度（種
籾１㎏に対し、３．５㍑）とし、浸種開始後２日間以上は殺菌のため水を交換しません。
② 種子消毒の効果を高めるために、薬液及び浸種温度は１０～１５℃を確保するよう努めま
しょう。
③ その後は、胚が透けて見えるまで十分に給水させてから催芽します。

温温 湯湯 消消 毒毒 種種 子子 のの 注注 意意 点点

① 温湯消毒種子とその他の種子は、一緒の容器で浸種しないようにします。
② 種子袋を載せるパレットやシート等は清潔なものを用います。
③ 採種ほ周辺のほ場については化学合成農薬による種子消毒を行います。
④ タフブロック処理は、催芽直前に２００倍液で２４～４８時間浸漬、または催芽と同時に２００
倍液で２４時間処理します。
⑤ 薬液と種籾の容量比は１：１とします。種子袋の内部まで薬液を速やかに行き渡らせ
るために、浸漬直後に袋を数回振とうします。
⑥ タフブロックと以下の薬剤との体系処理は行わないようにします。
・嵐剤の庄土混和又は播種時処理。
・ダコニール１０００、ダコレート水和剤、ベンレート水和剤の播種時処理。

催催 芽芽 時時 のの 注注 意意 点点

① 催芽は３０～３２℃で２４時間程度行い、芽の長さはハト胸程度とします。品種毎にハト胸
状態を確認し、催芽が不十分な場合は２８～３２時間に延長して確実に催芽しましょう。催
芽率はその後の出芽、育苗の不揃いにつながりますので、細心の気くばりをしましょう。
② 温湯消毒種子は芽の動きがやや早まる場合があります。品種によっても催芽時間が違
うので、同時処理は避けましょう。

播播 種種 にに つつ いい てて

播種日が早すぎると、低温による出芽不揃い等の障害に遭遇しやすくなります。播種日
の設定は、田植え適期を考慮し、田植日より逆算して最適な葉令で移植できるように設定
しましょう。なお、覆土は厚すぎると酸欠による発芽不良となるので、種籾が隠れる程度
（約５㎜）とします。

土土 壌壌 伝伝 染染 性性 病病 害害 対対 策策

リゾープスやフザリウム等の土壌伝染性病害は以下の薬剤で防除しましょう。

育育 苗苗 期期 のの いい もも ちち 病病 防防 除除

本田におけるいもち病の伝染源は、育苗施設からの発病・感染苗の本田への持ち込みで
す。育苗施設から稲わら・籾殻を撤去し、適正かつ効果的な種子消毒、育苗期いもち防除
を行うことで、穂いもちの被害を未然に防ぐことができます。
必ず種子消毒を行い、育苗期のいもち防除はベンレート水和剤、ビームゾル、嵐プリン
ス箱粒剤６またはＤｒ．オリゼプリンスエース粒剤（出芽後～１葉展開前処理）で実施し
ましょう。
また、乾燥状態で冬を越した稲わら・籾殻は水稲育苗施設内や周辺におかないようにし
ます。

水水稲稲育育苗苗後後にに野野菜菜をを作作付付すするる場場合合のの注注意意点点

・・ＤＤｒｒ．オオリリゼゼププリリンンスス等等ののいいももちち病病及及びび本本田田初初期期害害虫虫をを対対象象ととししたた箱箱粒粒剤剤はは苗苗をを育育苗苗ハハ
ウウススのの外外にに出出ししててかからら畦畦畔畔やや田田植植ええ同同時時散散布布（（箱箱ままききちちゃゃんん等等））でで散散布布ししまますす。。
・・いいももちち病病育育苗苗期期防防除除ののたためめののビビーームム剤剤かかんん注注はは行行わわなないいよよううににししまますす。。

※タチガレエース（Ｍ）粉剤は、播種５日前までに混和する。
タチガレエース（Ｍ）液剤は、ダコニール１０００（リゾープス）との同時かん注が出来ます。ダ
コレート水和剤との同時かん注は薬害のためできません。

時期 薬 剤 名
濃度及び散布量
（箱 当 り）

苗立枯病菌の種類

薬剤の使用回数
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播種前 タチガレエース（Ｍ）粉剤 ６～８ｇ ○ ○ 播種前１回

播種時

タチガレエース（Ｍ）液剤 ５００倍 ５００� ○ ○ 播種時又は発芽後１回

ダ コ ニ ー ル１０００ ５００～１，０００倍５００� ○ 播種時１回

ダコレート水和剤 ４００～６００倍５００� ○ ○ ○ 播種時１回

ベンレート水和剤 ５００～１，０００倍５００� ○

発芽後
タチガレエース（Ｍ）液剤 ５００倍 ５００� ○ ○ 播種時又は発芽後１回

バリダシン液剤５ １，０００倍 ５００� ○ ○ －（発病初期）

種 類 １箱当乾籾 １箱当催芽籾 育苗日数 草 丈 葉 齢 １０ａ当箱数
稚 苗 １５０ｇ程度 １８０ｇ程度 ２０～２５日 １０～１３㎝ ２．０～２．５ ２０～２５箱
中 苗 １００ｇ程度 １２０ｇ程度 ３０～３５日 １３～１５㎝ ３．５前後 ３０箱


